
 

第 65 回分析技術共同研究実施案内 

 
分析試料、分析項目 

Ⅰ 無機分析 シラス（火砕流噴出物） 

Ⅱ 材料評価 ナノ粒子の粒径 10 

 
 

実施日程 
   分析技術共同研究参加申込み期限       6月 3日（金） 
   分析試料発送                6月中旬～6月下旬 
   分析結果報告書締切             8月 22日（月） 
※報告書を提出できない場合、参加を辞退する場合は必ず締切までに事務局に連絡して 
ください。 

 
報告書提出先 
  分析分科会事務局 
（産業技術総合研究所 計量標準総合センター 計量標準調査室内） 
〒305-8563 つくば市梅園1-1-1 中央第3 

TEL: 029-861-4118 
E-mail: bb_kai-ml@aist.go.jp 
担当者 飯田健次郎・中島清行 

 



シラス 
担当：小幡 透、樋口 貴之（鹿児島県工業技術センター） 

 

１．分析項目 
①けい素、②アルミニウム、③カルシウム、④マグネシウムの 4元素と強熱減量の合計 5項目

とする。 
 

２．試料 
シラス（火山灰や軽石を主成分とする火砕流噴出物（白色砂質堆積物））、粉末状、 

約 100 g 1瓶 
目開き 150 µm ふるいにかけ、粒径が 150 µm を超過するものを粉砕し、再度目開き 150 µm ふ

るいにかけたシラスの粉末 100 gがポリ瓶に充填されている。さらにそのポリ瓶はナイロン／

ポリエチレンラミネート袋に減圧密封されている。 
 

３．分析方法 
JIS M 8853（セラミック用アルミノけい酸塩質原料の化学分析方法）、他の分析方法を参考に実

施する。 
 

４．報告値と報告方法 
あらかじめ定められた電子ファイル（EXCEL）の報告書書式に数値を入れ、E-mail で必要事項

とともに分析分科会事務局（bb_kai-ml@aist.go.jp）に報告する。 
 

５．試料に関する問合せ先 
鹿児島県工業技術センター 

小幡 透、樋口 貴之 
E-mail:   obata@kagoshima-it.go.jp、higuchi@kagoshima-it.go.jp， 

及び 
分析分科会事務局（産総研） 

飯田健次郎 

E-mail: bb_kai-ml@aist.go.jp 
 



Ⅱ ナノ粒子の粒径 10 

担当：中村 文子、衣笠 晋一、加藤 晴久 （産総研） 

 

１．目的 

本共同研究では、ナノ粒子の粒径計測の現状の課題と規制に係る世界動向の情報共有を実施するとともに、各

種計測法の相関や各種計測法の計測適用範囲の理解向上、実用的な粒子計測に現存する課題を共通認識化

ならびに解決するための検討を行う予定である。2012年度から2016年度では、標準試料を使用した共同分析を

実施し、公設試関係者の各種計測法の原理や測定限界等の基本的な技術ならびに知見共有を実施してきた。

一方、2017年度より実材料計測特有の問題点の抽出とその解決を検討するフェーズに移行しており、実試料にお

ける評価前試料前処理法等の実試料の取り扱いや解析に着目した実用的評価技術の検討を実施しているとこ

ろである。本年度は昨年度に引き続き、現行フェーズである実材料を対象とした測定技術に関する評価基盤構築

に向けた共同分析を実施する。昨年度と同様、ナノ顔料の中で流通量がTop 4にカウントされるカーボンブラック

を検討対象とし、試料の調製や分散法を含めた試料前処理を考慮した特性評価を実施する。 

 
２．背景 

ナノ材料の安全性とその適正管理は世界における重要トピックとなっており、欧米ではナノ材料登録制 度施行

（2013-）のみならず、REACH・TSCA等の規制も順次開始している。一方で、ナノ粒子の粒径分析法に  は複数の

計測法があるが、測定法の違いにより測定値が異なる等の各種課題が存在していることは既知であるにもかかわら

ず、その使い分けなどの基本的な検証は材料の多岐性も原因となり、解決していない。ECHAではREACH登録文

書の改定を2020年10月に実施するなど、特に欧州を中心としナノ粒子の計測法に係る研究開発は順次進捗して

おり、さらにCENやISO等の関連する規格も開発進行中の段階である。実際、ナノ材料計測は材質によっても、その

取り扱いが異なるケースが散見され、計測法のみならず試料調製まで考慮した粒径の評価法を確立することが重要

である。 

本共同測定では、昨年度に引き続き、ナノ材料流通量として上位4材料として挙げられるカーボンブラックを対象

とした検討を実施する。カーボンブラックは世界に流通する国産ナノ材料の中でも重要な素材・材料である一方、

タイヤや塗料等の様々な領域で広く利用されており、本共同測定における実材料共通試料として選定した。尚、

昨年度のカーボンブラックとは異なる特性を有する対象を想定している。 

 

 

３．分析項目 

平均粒子径及び粒子径分布 （カーボンブラック） 
 

４．試料 

粒 子： カーボンブラック 

試料種類：本共同測定における測定対象試料は、粉末試料の１瓶を配付する。 

個 数： 参加者一人あたり １瓶。 

保存方法： 室温（20 ℃前後）で保存。 
 

５．計測手法・その他 

対象となる測定技術は材料の粒子径を計測するための技術である、レーザー回折散乱や動的光散乱

などの光散乱的手法、CLS（遠心沈降法）などの分級法、ならびに TEM（透過型電子顕微鏡）や
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SEM（走査型電子顕微鏡）などの電子顕微鏡的手法を対象としている。また他の測定方法（たとえば原

子間力顕微鏡、小角 X 線散乱等）等も可とする。同一機関で複数の方が参加される場合、できるだけ異

なった手法で測定されることを推奨する。 

 

 

６．報告値と報告方法 

平均粒径と粒径分布を nm（ナノメートル）で報告する。有効数字を考慮したうえで報告値を提出する。

あらかじめ定められた電子ファイル（EXCEL）の報告書書式に数値を入れ、電子メールで必要事項 

とともに下記提出先に報告する。SEM、又は TEM 等の顕微鏡的手法で測定した場合は、電子メール

等にて下記提出先に提出する。ファイルは、tif 形式とする。 

 
７．試料に関する問合せ先 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 

計量標準総合センター 物質計測標準研究部門  

加藤 晴久 

E-mail： h-kato@aist.go.jp 
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